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Creation of micro Bi-superconducting whiskers by shock compaction 
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衝撃圧縮法により Bi系酸化物超伝導体を作製する研究を行っている。 

これまでの研究より、出発原料（Bi1.85-Pb0.35-Sr1.90-Ca2.05-Cu3.05-0x）の粉末に衝撃圧縮装置により、

約 10 GPaの圧力を加えて超伝導体を作製し、約 845℃でアニール処理することにより、結晶粒が

より大きく成長する事を確立できた。さらに、作製した試料を種結晶(シード)として出発原料に混

在させる事で結晶の育成に効果的であること確認[1]できた。 

衝撃圧縮における圧力効果は、XRD等で結晶性を調べると試料全体にわたって均一的ではない

と推察[2]される。しかしながら、今回シード含有量 30％,衝撃圧力 20GPaかつ、アニール処理を

72時間施した試料から、局部的ではあるが、これまでにないワイヤー状の結晶が得られた。SEM

により、長さ数 10μm、太さ約 3μmのウィスカー結晶が観測された(Fig. 1.)。XRDパターンから、

Bi系超伝導相 2223相の(2 2 0)面が得られた(Fig. 2.)。 

 
Fig. 1. SEM image of the whisker. 

 

 
Fig. 2. XRD pattern of the sample seed 30%,  

annealing 72 hr, Pressure20GPa. 
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